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向上心、柔軟性など)、 ② リー ダー (園長、教頭、主任など)を中心に作られていくことが
求められる保育者集団の関係 (民主的な集団、対話的な人間関係、受容的な脅威のない雰囲






































































































ちらかと言えばあてはまる (4点)」 「どちらかと言えばあてはまらない (3点)」「あま











回答方法としては、「ほぼ毎日(7点)」、「週2,3回程度 (6点)」、「月 1回程度 (5点)」、













1回程度 (5点)」、「2ヶ月に1回程度 (4点)」、「学期に 1回程度 (3点)」、「年に1回






















所属 保育所      188 (74.3%)
幼保一体化園    20 (7.9%)
幼稚園       18 (7.1%)
認定こども園     2 (0.8%)




137  ( 54.1%)
73   (28.9%)




240   (94.9%)
9   ( 3.6%)







保育経験年数 0～満2年      39 (15.4%)
満3～満5年     42 (16.6%)
満6～満15年    94 (37.2%)
満16年～満25年   57 (22.5%)
満26年以上     15 (5.9%)
無答        6 (2.4%)
101   (39.9%)
59   (23.3%)
47   (18.6%)
41   (16.2%)
2   ( 0.8%)










1 子どもの発達を見通した援助をすることができると思う。                 .82
2 子ども自らが生活していく力を援助することができると思う。                .77
4 子どもの経験や興味・関心を踏まえ、様々な遊びや活動を展開していくことができると思う。  .76
3 子ども同士の関わりを見守り、育ち合う関係づくりをすることができると思う。        .76
5 園内外の環境を生かし、保育の環境構成をしていくことができると思う。          .72























































































































































































































































































































































保青者集団効力感  4.61(0.86) 4.69(0.38)
4. 3 (0.54)  12.23**
4.64 (0.62)  10.73**














表12  保育者効力感の因子間の相関 (初任者群,N=81)
個人的    協働的    保育者





















表13 職場内コミュニケーション要素間の相関 (初任者群, N=81)
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個人的    協働的    保育者
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減      フたこど書″対麟度    .50+*    .36**    .44料
フォー マルな対話充実度
意義ある福り合い      .20     .27**   .19     .38**
語り合いの雰囲気      .24*   .34**   .23*   .49**    .75**
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個人的    協働的    保育者
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性 局」 1.男性 2.女性





1.〇年～満2年      2.満3年～満5年     3.満6年～ 15年
4.満16年～満25年  5。満26年以上












































































毎日の仕事にやりれ をヽ感じ乙 6 5 4 3 2
(2 今の仕ヨま自知 能力な き召士義だと日う。 6 5 4 3 2
(31 今の仕事から得る充実感艘雌 いと感じ孔 6 5 4 3 2




6 5 4 3 2
(61 よりよい保育を追及していきたいと思う。 6 5 4 3 2
m 仕事上かなり困難な問題があつても、頑張つてやりとげたいと思う。 6 5 4 3 2

























































6 5 4 3 2












6 5 4 3 2 1
m どんな仕事でも保育者みんなで協力できると思う。 6 5 4 3 2 1







































ミュニケーションに関する質問です。|       ヽ
去 =三しII轟^麟
二_|■1ニユ ニF==L,__n‖=_          1
ここから|よ 保育者のコミ
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全職員での話臨 ヽ 7 6 5 4 3 2 1
(2グル プー
“
願 での話し合い 7 6 5 4 3 2 1
(31保育者23人での話し合い 7 6 5 4 3 2 1


































































話し合いを進行するR彗劃よ 発言しやすい雰囲気をつ<っている 6 5 4 3 2
(2 発言しやすい雰囲気をつ<る工夫がある。 6 5 4 3 2
(31 素直に自分の気持ちを語ることのでき― 気である。 6 5 4 3 2
(41 互いの考えを交わし合え― 気である 6 5 4 3 2
(51 凱 語り合え― 気である 6 5 4 3 2
(61 保育についての励みになる。 6 5 4 3 2 1
m 保育の良さを評価してもらえる 6 5 4 3 2 1
(81 1果言で困つていることについて話を聞いてもらえる 6 5 4 3 2 1
(91 保育に活かせる専門知識に関する情報を提供してもらえ6 6 5 4 3 2 1
(101保育に関する問題解決のための高法を一緒に考えてもらえる 6 5 4 3 2 1
話し合いの目白]嘘 あ乙 6 5 4 3 2 1
(12話し合いのテーマ|よ イ菊急か刷犬に適したものである 6 5 4 3 2 1
(131様々な子どもへの関わり方にふれることができ、保育に活かせる 6 5 4 3 2 1
(1411也劉締 と共に保育の振り返りができる 6 5 4 3 2 1
(151|口寒発の離雪を澗いで 保箋渚力
"励
6｀ 6 5 4 3 2 1
r・57・質問8についてはJの費豪自士の曇議議1についてお尋ねします。
※計画されたものではな<、 当事者のタイミングで保育について会話や相談をするものです。





























































(2) 1.幼稚園   2.保育所 (園D 3.幼保=体化施設  4認定こども園
◆クラス馴ま何クラスですか。 クラス
◆全園児釧ま何名ですか。
◆自職員で話し合いをすa時の場m尺削よ ぉょそ何名ですか。
記入もれがないかお確かめくださしヽ ご協力ありがとうございまレL
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